
 

                

 

                             

 

 

船に乗って、みなとの歴史と役割を学ぼう！ 

～網走市内の小学生を対象に網走港で「みなと見学会」を開催します～ 

 

 

 
 
 本見学会は、船から普段見る機会が少ない港の施設等を見学していただき、港の機能と私たちの生活

との繋がりについて理解を深めてもらうものです。今年は、網走市内３校の小学生 42 名（１日目 21名、

２日目 21名）が参加予定となっております。 

 

記 

 

 １．日  時 ：令和４年７月５日（火）10:15～11:40 

７月７日（木） 9:00～11:40 

               ※詳細は別紙１スケジュールのとおり 

２．場  所 ：網走港港内（見学ルート、乗船・下船場所は別紙２のとおり） 

 ３．実施内容 ：港湾業務艇「はまなす」に乗船し港湾施設の見学を行います。 

あわせて、バスによる陸上見学も行います。 

（気象・海象の状況により中止する場合があります。） 

 ４．取材申込み：取材を希望される場合は、７月１日（金）までに、取材申込書（別紙３）にて 

ＦＡＸでお申込みください。（網走港湾事務所ＦＡＸ番号 0152-43-6157） 

（悪天候等により中止する場合は担当から御連絡します。） 

※ 令和３年のみなと見学会の様子は、網走開発建設部ホームページの以下ＵＲＬに掲載しています。 

https://www.hkd.mlit.go.jp/ab/kouhou/bkh9110000003xz3.html 

 

 

網走開発建設部では、身近にある網走港について関心をもってもらうことを目的として網走市内の

小学生を対象とした「みなと見学会」を毎年実施しています。本年の見学会を下記のとおり開催しま

すのでお知らせします。 

【問合せ先】  国土交通省 北海道開発局 網走開発建設部 

    築 港 課 上席築港専門官 梅田 聡之 0152-44-6596（ダイヤルイン） 

網走港湾事務所 第１工務課長 西多 道祐 0152-44-5251（代表） 

網走開発建設部ＨＰ https://www.hkd.mlit.go.jp/ab/ 

令 和 ４ 年 ６ 月 ２ ７ 日 



実施期間：令和４年７月５日（火）・７日（木）　（計２日間）
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網走市立東小学校
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5

「網走港みなと見学会」スケジュール

2 11:00 11:30 

火7月5日
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海上見学

曜 学校名

1

網走市立中央小学校
（４年生　２１名）

11:00 11:05 11:30 

10:25 10:50 

－－

10:15 

11:00 11:30 

9:50 

1

10:30 

班

陸上見学

7月7日 木

網走市立白鳥台小学
校

（３年生　１２名）
1 9:15 9:45 
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「「 網網 走走 港港 みみ なな とと 見見 学学 会会 」」 見見 学学 ココ ーー スス  

乗下船場所 

 

海上見学 

陸上見学（復路） 
陸上見学（往路） 

別紙２ 

陸上見学（復路） 

（複数班の場合） 



国土交通省　北海道開発局

　網走開発建設部　網走港湾事務所

第１工務課　　宛

申込先（ＦＡＸ）　０１５２－４３－６１５７

取材を希望される場合は、本申込書により、ＦＡＸにてお申込みください。

申込締切りは、７月１日（金）です。

取材希望日：令和４年７月　　日

会社名及び部署

取材者氏名

連絡先（ＴＥＬ）

乗船について

（いずれかに○を
付けて下さい）

希望する 希望しない

「網走港みなと見学会」取材申込書

注　１　海上見学の取材において、港湾業務艇に乗船をご希望される場合は、ス
　　　ケジュールに記載の乗船可能人数までとします。乗船希望者が多数となる
　　　場合は、調整させていただきます。
　　２　港湾業務艇のキャビン内の椅子は11席ですが、児童および引率者を優先
　　　するため、船内で待機する場合は、デッキ上の椅子等をご利用ください。
　　３　陸上見学では、車内が狭隘であるため乗車できません。終わりに「ぽぽ
　　　２６０」（親水防波堤）を徒歩見学しますので、取材ポイントの１つとし
　　　てご検討ください。
　　４　気象・海象条件が悪い場合は、中止または見学ルートの変更を行う場合
　　　がありますので、ご了承ください。
　　５　本申込書にご記入いただいた個人情報については、本見学会に関する連
　　　絡以外での使用はいたしません。
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